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泥
草
・
鞍
踏
み
入
れ
て
其
処
に

酒
を
わ
か
す
こ
の
国
の
囲
炉
裡

な
つ
か
し
き
か
な

牧
　
水

．
竃
力
の
四
一
ヂ

　
十
一
月
十
二
E
（
主
）
、
福
瀬
の
自
鳥

神
社
境
内
で
は
祭
り
行
事
の
一
つ
と
し
て
＼

子
供
た
ち
に
よ
る
奉
納
相
撲
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
ム
フ
年
で
一
二
回
目
を
迎
え
た
大
会
に
は
＼

男
の
子
二
十
七
名
、
女
の
子
忌
名
が
出
場

し
、
東
西
に
分
か
れ
た
一
覧
力
士
た
ち
は
一

番
一
番
力
の
入
っ
た
好
取
り
組
み
を
被
露

し
、
伯
仲
し
た
取
り
組
み
に
な
る
と
物
＝
＝
コ

が
つ
い
た
り
＼
水
が
入
っ
た
り
す
る
一
番

も
あ
り
、
お
と
ず
れ
た
観
客
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

響
／
　
　
　
＼

ζ
一

人口5，715人（△17）

　男　2，737人（△14）

　女2，978人（△3）

世帯数L731戸（△4）

　平成5年11月1日現在

　　　（　）は対前月比



1　
②

」
…

戦船

　
今
回
で
十
一
回
目
を
迎
え
た
、
東
郷
町
産
業
文
化
祭
が
、
十
一
月
六
日

七
日
の
二
日
間
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
異
常
気
象
の
影
響
で
特
に
農
林
産
品
の
出
品
が
少
な
い
の
で
は

：
四
と
、
主
催
者
を
は
じ
め
、
関
係
者
ら
を
た
い
へ
ん
心
配
さ
せ
て
い
た

よ
う
で
し
た
が
、
そ
の
こ
と
か
逆
に
生
産
者
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
の
か
、

ほ
と
ん
ど
の
部
門
で
昨
年
の
出
品
数
を
上
回
り
、
展
示
会
場
と
な
っ
た
中

央
公
民
館
て
は
、
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
品
々
か
、
　
「
今
年
も
東
郷
町

の
産
品
は
健
在
だ
〃
」
と
い
わ
ん
は
か
り
に
、
す
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
の
目
玉
と
な
っ
た
、
国
際
交
充
員
の
エ

“おたのしみくじ抽選”で

みごと特等を引き当てた
仲深の甲斐牧枝さん

昨年にひきつづき
　今回も小野田公民館に…

“今年の歌の
　　チャンピオン”
　　　　佐藤真澄さん

もちつきコーナーでは

エデルの初体験

やったかほら～とうちゃん！

　　特等じゃか特等！

「Oh！！すこくおもしろかった、

いい体操になりました！」という感
想てしたか、それにしてももちつき
か“体操”とは、外国人ならてはの
感想てしょうか　。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　
③

9
《
－

ご◎
う

ど
一

廻いで＝

ふれあつ＝
にぎわった各会場を6分割すると

＜
老
人
ク
ラ
フ
作
品
展

＜
公
民
館
対
抗
歌
合
戦

臨

＜
木
工
教
室

＜
小
中
学
校
作
品
展

鳳

＜
今
回
初
め
て
設
け
ら
れ
た
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
＜

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
手
話
サ
ー
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
工

鹸
醗

ん＝部門）に濱辺憲太郎さ

からみこと優i等級を受賞された方々

【
農
林
技
術
賞
】

o
個
人
の
部

畜
産
部
門
1
1
那
須
博
（
羽
）

施
設
野
菜
部
門
ー
ー
佐
藤
兼
義
（
迫
）

林
業
部
門
1
1
佐
藤
孝
（
迫
）

o
特
別
功
労
賞

椎
茸
部
門
一
濱
辺
憲
太
郎
（
坪
）

o
団
体
の
部

施
設
野
菜
部
会
代
表
稲
田
畠
男

外
二
＋
名

【
農
林
産
品
等
】

o
野
菜
の
部
優
等

姐
鰍
　
川
野
カ
メ
ノ
（
迫
）
．
川
口
清
了
（
福
）

等
植
野
英
子
（
寺
）
．
那
須
真
弓
（
坪
）

血
中

椎
の
中
田
鶴
男
（
鶴
）

（
　
　
　
品
。
茶
の
部
優
等

讐
鍵

　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ
（
福
）

特　　
　
　
　
o
家
庭
菜
園
の
部
優
等

　
　
　
　
　
鈴
原
丑
松
（
鶴
）

　
　
　
　
　
O
農
産
加
工
の
部
優
等

　
　
　
　
　
下
田
多
津
江
（
坪
）
・
里
言
美
重
子
迫
）

鈴
原
丑
松
（
鶴
）
・
海
野
昭
イ
（
坪
）

山
崎
ツ
ヤ
（
坪
）
・
中
野
　
孝
（
田
）

黒
木
登
良
子
（
迫
）
・
井
上
秀
子
（
坪
）

塩
月
栄
（
鶴
）

O
果
樹
の
部
優
等

海
野
光
威
（
寺
）
・
清
水
一
美
（
仲
）

o
ま
ゆ
の
部
優
等

O
育
林
の
部
優
等

佐
藤
　
勉
（
迫
）

【
老
人
ク
ー
フ
ブ
作
品
展
】

o
手
芸
・
丁
芸
品
優
等

矢
野
傳
大
郎
（
坪
）
・
佐
藤
光
男
（
鶴
）

【
寒
蘭
展
】

o
紅
花
特
別
賞
　
直
野
直
土
ど
福
）

O
青
花
　
〃
　
　
田
辺
喜
広
（
福
）

O
更
紗
＋
化
〃
　
　
　
森
田
義
則
（
鶴
）

O
白
花
　
〃
　
　
早
木
通
吉
（
迫
）

【
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
】

優
　
勝
　
佐
藤
真
澄
（
小
）

準
優
勝
　
井
伊
久
子
（
坪
）

三
位
戸
高
満
雄
（
拍
こ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

　
　
　
海
野
秋
俊
（
寺
）

特
別
賞
　
都
甲
牧
人
（
小
）

レ
寒
蘭
展
で
白
花
部
門
の
特
別
賞
を

　
受
賞
し
た
黒
木
通
吉
さ
ん

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉



　
④

。
《
ー

ハ、
、

馬
う

ど手払

會
皐
も
舘
由
㈲
囲
圏
⑫

　　

@　

@
哺
四
則
三
図
り
鵠
』
）
抱

　
　
　
控
除
の
申
告
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
が
い
な
く

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
勤
め
先
か

ら
給
料
や
賞
与
の
支
払
い
を
受
け
る

際
に
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
人
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、

毎
月
（
日
）
の
給
料
や
賞
与
な
ど
の

支
払
い
の
際
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
と
、
そ
の
年
の
総
額
に
つ
い
て
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
規
の
年
税

額
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
過
不
足
額

を
精
算
す
る
も
の
で
、
給
与
の
源
泉

徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
。

　
農
業
所
得
や
他
の
所
得
の
な
い
給

与
所
得
者
は
、
こ
の
年
末
調
整
に
よ

っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税
が
完

了
し
、
改
め
て
確
定
申
告
の
手
続
き

を
と
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
も
非
常
に
大
切

な
手
続
き
で
す
。

扶
養
親
族
の
申
告

　
年
末
調
整
の
手
続
き
は
、
勤
め
先

の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
毎
年
の
町
民
税
課
税
の
際

に
気
が
つ
い
た
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

0
例
え
ば
、
夫
婦
と
も
に
給
与
所
得

等
が
あ
り
、
子
ど
も
や
親
を
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
同
一

人
を
重
複
し
て
申
告
し
た
り
、
も
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
扶
養
に
す
る
か
は
、
勤

め
先
に
申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
よ

く
検
討
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
親
族
で
、
所
得
の
合
計
額
が
三

十
五
万
円
以
下
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
会
社
に
勤
め
て
い
た
人

が
退
職
な
ど
に
よ
り
給
与
収
入
が
百

万
円
以
下
の
場
合
は
、
給
与
所
得
は

三
十
五
万
円
以
下
に
な
り
ま
す
。

③
前
年
の
確
定
申
告
で
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
た
人
は
、
次
の
年

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
税
務
署
か

ら
証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、

勤
め
先
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

④
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
（
火

災
保
険
料
な
ど
）
の
控
除
が
も
れ
て

い
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
や
農
業
者
年
金
の
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い

る
人
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。中

途
退
職
者

　
年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
に
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
や
、

年
末
調
整
の
内
容
が
誤
っ
て
い
た
た

め
、
納
税
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は

来
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
の
期
間
中
に
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
勤
め
先
か
ら
受
け
取

っ
た
源
泉
徴
収
票
は
、
な
く
さ
な
い

よ
う
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
所
得
税
の

納
税
証
明
と
し
て
、
授
業
料
の
減
免

申
請
、
融
資
の
申
込
み
等
で
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　　

|
〃
婆

　
　
ム

　
と
　
σ
＾
『
》

¢の轡卿税晦

癬翫蕊
ソ館

　
　
　
　
攻

庫
「
．

回
る
虐
と
市
場
シ
り
ー
ス
6

1
1
月
3
日
の

　
「
感
謝
セ
ー
ル
」
に

　
　
　
感
謝
、
感
謝
〃
…

　
”
六
周
年
感
謝
セ
ー
ル
”
に
は
町
内

外
の
皆
様
に
多
数
お
い
で
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
生
鮮
野
菜
の
半
額
セ
ー
ル
、
果
樹

加
工
品
や
山
菜
等
の
割
引
き
を
は
じ

め
、
も
ち
つ
き
、
も
ち
ま
き
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
等
の
交
流
で

楽
し
い
記
念
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
・
出
品
者
数
1
；
：
．
　
五
三
名

　
・
延
べ
品
種
　
［
1
．
三
二
三
点

　
・
延
べ
数
量
　
・
二
、
五
五
六
個

　
・
総
売
り
上
げ
　
　
　
三
二
万
円

　
・
最
高
売
り
上
げ
1
四
万
四
千
円

▲準備も整い、お客を待つばかりの会場

　
な
お
、
販
売
手
数
料
は
町
の
「
む

ら
お
こ
し
事
業
」
に
役
立
て
て
も
ら

う
よ
う
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お

礼
と
い
た
し
ま
す
。

臼
島
影

　　

@
9
∴

　　

@
Q
発犠

、

貼
、欝

欝

▲「むらおこし事業」に、と贈られる金一封

鎌聾1撫4紫野糊■
▲これまでの感謝とこれからますますの
　こ愛顧を願ってのもちまき

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　二四8ご’り⑤

職楓社寺甑
A．

陥’！6ご儲

蝦

エデ抄＠ダ酬鯉　
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　残念ながら最近では宗教的意味よりも、デパートや商店

街の巧みな客寄せ作戦に使われ、すっかり商売化した祭り

になってしまいました。それでもクリスマスの間人々は幸

せそうで、すべての人々に対して温．かな気持ちになります。

　食べ物というと、日本のお正月と同じようにアイルラン

ドでもクリスマスの間に特別な食べ物を食べます。何とい

ってもクリスマスの日の食事は七面鳥です。

　クリスマスの前の一ヵ月間キリスト教の人々はキリスト

が生まれるまでの両親のべテレハムまでの苦しい旅を思っ

て、いろいろな自己規制をします。例えば、子供だったら

おかしを食べない規制をし、ある大人はお酒を飲まないと

いう規制もします。

璽瓢駕鵜鄭窮
　　　　　　　　　　皆さんにメリークリスマスを伝え

膿　　　一　　鍾　たいと思います。

垂
叢

憲

馨
盛r

馨
ぎ
る
謎
：
匿
マ

　
　
　
　
　
　
坑

　早いもので東郷町に来出して4ヶ月になろうとしていま

す。同時にクリスマスがもうすぐだということにびっくり

しています。ところでクリスマスという祭りはキリストの

降誕に基づいており、世界中のキリスト教信者にとってク

リスマスはとても大切な祭りとなっています。アイルラン

ドではカトリック教が来る前、特に石器時代に12月21日の

冬至は重要な祭りでした。当時アイルランド人は太陽崇拝

者でした。だんだん短くなった冬の日々が冬至の後また長

くなり、農業の仕事がもう一度始められるということで皆

とても喜びました。

　アイルランドのデパートでは11月の終わりぐらいから大

小さまざまのツリーを店内に飾り付け、子供たちはサンタ

さんに手紙を出し、皆それぞれクリスマスの準備をします。

ツリーを飾り付けるという習慣はドイツに始まったもので、

ローマでは12月異教徒サトラネリア祭りの間ツリーが飾ら

れていました。毎年クリスマス日の

前日、海外に移民したアイルランド

人はアイルランドへ帰国し、家族と

一緒にクリスマスを祝います。クリ

スマスは4日間休暇がありますが、

イブには家族と一緒に集まったり、

教会へ行ったり、クリスマスキャロ

ルを歌ったり、プレゼントを贈った

りして過ごします。もちろんクリス

マスイブの夜、皆が寝ている時サン

タさんが来て子供たちにプレゼント

を置いていきます。ですから大人より子供の方がクリスマ

スをものすごく楽しみにしています。

　残念ながら最近では宗教的意味よりも、デパートや商店

街の巧みな客寄せ作戦に使われ、すっかり商売化した祭り

になってしまいました。それでもクリスマスの間人々は幸

せそうで、すべての人々に対して温．かな気持ちになります。

　食べ物というと、日本のお正月と同じようにアイルラン

ドでもクリスマスの間に特別な食べ物を食べます。何とい

ってもクリスマスの日の食事は七面鳥です。

　クリスマスの前の一ヵ月間キリスト教の人々はキリスト

が生まれるまでの両親のべテレハムまでの苦しい旅を思っ

て、いろいろな自己規制をします。例えば、子供だったら

おかしを食べない規制をし、ある大人はお酒を飲まないと

いう規制もします。

　　　　　　　　　　アイルランド語でメリークリスマ
　　　　　　　　　スといっことは．～b〃αgS／zo12α∠）z4～’

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノラ　　ショナ　テ≧チ　　　　　　　　　といいます。

　　　　　　　　　　皆さんにメリークリスマスを伝え

　　　　　　　　　たいと思います．

“ノ＞0〃8gS加冠Dπグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
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座
席
に
座
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
ま
ず
は
寸
止
ベ
ル
ト
を
ノ

　
あ
る
日
の
深
夜
、
一
一
人
乗
り
の
車
が
カ
ー
ブ
の
多
い
山
道
を
走

行
中
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
の
例

　
　
会
杜
員
A
さ
ん
（
二
十
六
歳
）
運

凶
報
の
乗
用
車
が
、
通
路
右
側
約
二
五

藤　
O
m
下
の
沢
に
転
落
し
、
A
さ
ん
は

騙　車
か
ら
投
げ
出
さ
れ
全
身
打
撲
で
即

　
死
し
た
。
助
手
席
に
乗
っ
て
い
た
B

　
さ
ん
（
二
十
八
歳
）
は
頭
な
ど
に
三

　
週
間
の
け
が
を
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

　
　
警
察
の
調
べ
に
よ
る
と
、
A
さ
ん

贈
　
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な

　
く
、
そ
の
た
め
割
れ
た
フ
ロ
ン
ト
ガ

磐
鯨
藷
讐
軽

麓
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
た
為
、
車
は

誠
転
落
し
て
大
破
し
た
が
命
は
と
り
と

繕
言
さ
ん
は
自
力
で
崖
を
は
い

醐
上
が
り
翌
日
無
事
助
け
ら
れ
た
．

　
　
事
故
現
場
は
道
幅
約
三
・
五
m
の

蜻
　
緩
い
左
カ
ー
ブ
で
、
A
さ
ん
が
ハ
ン

輸
　
ド
ル
操
作
を
誤
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
二
人
は
元
職
場
の
同
僚
で
、
連
休
を

　
利
用
し
て
A
さ
ん
の
実
家
へ
遊
び
に

轡
行
き
・
夜
に
な
・
て
か
ら
ド
ラ
イ
ブ

鋤
に
出
か
け
た
途
中
の
出
来
事
で
あ
っ

棚
た
・

　
　
同
じ
車
に
乗
っ
て
い
て
、
シ
ー
ト

罐
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
る
か
、
い
な

訂
、　

い
か
で
生
死
の
明
暗
を
分
け
た
こ
と

嗣．
、
　
に
な
っ
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
、
衝

突
事
故
以
外
の
、
こ
の
よ
う
な
高
い

絶
壁
か
ら
転
落
し
た
場
合
で
も
一
命

を
助
け
た
一
つ
の
例
で
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
の
交
通
事
故
の
発
生
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
幸
い
死
亡
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
毎
月
事
故

は
発
生
し
て
お
り
、
九
月
末
現
在
入

郷
で
は
、
人
身
、
物
損
共
に
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
み
ん
な
で
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
く
1
0
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
v

計
椎
葉
村

諸
塚
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⑳
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一
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全
国
　
八
、
七
二
四
人

死
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県
内
　
　
　
七
五
人
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⑪⑩⑩まち咽。～アルバム⑩⑩⑪

罫緊騒．．三唱果トボール大
集

娯

1　駅癬　屡　　　　．
　酵面　藪　鮪町勢
　　　　　　　　16二丁羅・
　　酵犠、．一

一一 @　　．馴　　　．

鮪給誓嘱＝∵
．窒　臨薄離解騨

蜜　重乱繋
一耀．

・㌦綴．卵鍵一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k‘撃ノ
　＿　　　　　　　　　　　　△　　藏
　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝

　　　　　　　　選手・応援500人が参加
　10月31日差日）

」b

Qートボールを通じ三世代が楽しい心の絆をつくっていこデ

という目的で、今回初めて町総合グラウンドで開催されました。

　おじいちゃん、おばあちゃんたちは日頃からゲートボールに

は親しんでいるせいか、いつもの好プレーが見られましたが、

おとうさん、おかあさん、それに子供たちはあまり経験がない

らしく、随所に珍プレーが飛び出し、回りの人を笑わせていた

りしていました．またプレー中にもおじいちゃんたちにルール

を教わったり、必勝法を習ったりしている人もいて、改めてゲ

ートボールの奥の深さを感じていたようでした。

r】□【】［－］［■コ【】＝－】［【】［－】［■7■］【竃】【一五－至互軍国互】【－ーコ［田三亘竃軍－皿玉＝窩〔璽－茎重重一亙コ【一－軍■互互璽】【．■コ【；軍軍π璽翼；璽奪軍

第15回町内小学校合同運動会

　　　～町総合グラウンド～
11月2日（火）

m

　文化祭行事の一環として、毎年町内の小学校5・6年

生を対象に開催されている、小学校合同運動会が今年も

盛大に開催されました。この運動会は、文化祭行事を盛

り上げるとともに、児童の体力の向上と親睦を図ること

を目的に開催されているもので、今年は約190人の児童が

集まり、持てる力を精一ぱい発揮したり、団技やダンス

で他校の児童たちと親睦を深めたりしていました。

＝＝＝■］【】【7】【】E】E】＝ーコ【］【】r一璽一■－】「】「璽『璽7】「翼＝－「＝．】【璽

あなたの声を県政にノ
　“知事の「ふれあいミーティング」”

11月4日休）

　住民の生の声を聴いて県政に反映させること等を目的

に、直に知事が地域を訪問して地元住民とざっくばらん

に語り合う「ふれあいミーティング」が開催されました。

　当日は坪谷の寺原正さん方のミニトマトハウスや林研

グループによる木工教室を視察し、その後中央公民館で

懇談会が行なわれ、多くの町民から県政に対する意見や

要望が出されました。

π互互】【夏．＝【■＝【■－

　
互．x至H

｝
＝互－

鵬翼
二耀

H
　　

－互互互＝－一夏コ【一H
　　

水グ丘

璽
熟

、
壷

　
　
　
∂
、
ム
ビ
、

　　

@
塗
！
γ

】［一】［】［】「】【＝】［】［■＝】［】［】［＝＝■＝】【］【＝】【＝】【；互三互．】【＝】【＝】【コ【＝【＝【

第8回牧水ヶ丘祭り

　　　　　　　～坪谷小学校～11月6日（土）

　　昭和61年に始まった牧水ヶ丘祭りも今年で8回目を迎

　え、今では坪小の恒例行事となりました。

　　当日は第1部と第2部に分けて行なわれ、体育館で行　　搬

　なわれた第2部では児童がつくった短歌の入選発表と作

　者本人による朗詠が行なわれました。選ばれた作品はさ

　すがに歌人牧水の後輩たちとあってどれもすばらしい作

　　品ばかりで、参加した父母らから大きな拍手を受けて

譲いました・　　　　1
・謡婚

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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1

と
で
す
。

o
出
身
地

　
八
重
原

。
生
年
月
日

　
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
六
日

。
現
在
の
住
所

　
門
川
町
城
ヶ
丘

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
高
山
　
博
　

（
父
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
八
重
原
は
、

ま
だ
ま
だ
昔
の
名
残
り
が
、
数
多
く

あ
り
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
よ
く
実
家
へ
は
帰
る
の
で
す

が
折
に
ふ
れ
幼
な
い
日
々
の
た
の
し

か
っ
た
想
い
出
が
甦
り
ま
す
。

　
印
象
に
残
る
小
学
時
代
の
想
い
出

は
、
夏
休
み
中
毎
日
の
様
に
、
川
遊

び
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
川
は

変
わ
り
ま
し
た
ね
。
あ
の
頃
は
、
と

て
も
き
れ
い
で
潜
っ
て
き
れ
い
な
小

石
を
み
つ
け
た
り
、
白
い
石
を
粉
に

し
て
顔
に
つ
け
た
り
…
時
に
は
今
の

八
重
原
橋
の
下
だ
と
記
憶
し
て
い
ま

す
が
、
刺
激
を
求
め
て
、
急
流
下
り

を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

浅
瀬
だ
け
ど
、
波
が
あ
っ
て
流
れ
が

早
く
て
、
お
ま
け
に
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
る
川
を
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
下
る
の
で
す
。
　
一
度
味
を
し
め
る

と
、
も
う
や
め
ら
れ
な
く
て
何
度
も

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

　
　
夏
休
み
の
　
遊
び
…
楽
し
か
っ
た

自
然
を
残
し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
護
は
…

　
先
日
、
家
族
で
牧
水
公
園
に
お
じ

や
ま
し
ま
し
た
。

　
青
く
澄
み
き
っ
た
空
の
下
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
帰
り
際
、
展
望
台

へ
登
り
一
休
み
。
数
時
間
で
し
た
が
、

家
事
、
育
児
に
追
わ
れ
る
日
々
を
忘

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
時
間
が
あ
り
牧
水
公
園
で
遊

ん
だ
あ
と
次
に
ど
こ
に
行
こ
う
か
、

何
を
見
よ
う
か
と
思
う
時
少
し
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
牧
水
公
園
は
、
テ

ニ
ス
場
も
あ
り
、
ま
た
何
や
ら
建
設

中
と
感
じ
、
こ
れ
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
が
他
に
ミ
ニ
動
物
園
、
植

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

繰
り
返
し
、
気
が
付
け
ば
、
青
ア
ザ

だ
ら
け
…
そ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
．
、

時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
思
い
つ
き
り

遊
ん
だ
小
学
時
代
が
な
つ
か
し
い
で

す
。
私
も
で
す
が
、
主
人
も
昔
の
小

さ
い
頃
の
想
い
出
話
し
に
は
、
目
が

輝
き
話
が
つ
き
ま
せ
ん
。

レ
子
供
の
頃
よ
く
遊
ん
だ

　
ふ
る
さ
と
の
川
（
耳
川
）

物
園
な
ど
、
町
内
外
か
ら
人
々
が
集

ま
る
よ
う
な
な
る
べ
く
自
然
を
残
し

た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い

な
あ
、
と
願
い
つ
つ
、
ま
た
一
方
で

は
過
疎
化
防
止
の
為
、
雇
用
促
進
に

力
を
入
れ
て
頂
き
、
若
者
が
定
住
で

き
る
よ
う
な
働
け
る
場
所
を
…
と
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

り
ん
ど
う
の
花
芽
は
既
に
膨
み
て

　
風
情
無
き
庭
に
楽
し
み
生
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

彼
岸
花
咲
く
畦
に
来
て
台
風
に

　
傷
み
て
白
き
稲
穂
に
触
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

同
期
会
今
年
も
開
き
た
ま
ゆ
ら
を

　
咲
き
拡
が
れ
る
火
の
花
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

枝
打
ち
の
坂
道
か
す
か
に
鈴
虫
の

　
音
色
流
れ
て
し
ば
し
聞
き
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

台
風
に
心
ゆ
ら
げ
ど
触
れ
て
見
る

　
稲
穂
は
重
し
痩
せ
し
老
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

あ
け
び
ま
だ
二
つ
三
つ
ほ
ど
熟
れ
初

　
め
て
葛
に
瞑
る
我
が
庭
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

酒
そ
そ
ぎ
朗
詠
流
る
る
牧
水
の

　
ふ
る
里
の
歌
山
に
こ
だ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

御
詠
歌
を
唱
え
る
人
等
に
こ
や
か
な

　
眼
の
奥
に
菩
薩
の
宿
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

縁
側
に
な
ら
び
て
絵
本
見
る
孫
も

　
金
木
犀
の
香
に
つ
つ
ま
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

羽
光
る
あ
き
つ
の
群
れ
に
ふ
と
思
う

　
網
笠
か
ぶ
り
し
母
の
姿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

秋
陽
さ
す
牧
水
公
園
の
中
学
生
ら

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
白
球
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

野
分
き
吹
く
箱
根
越
え
見
る
野
尻
湖

　
は
さ
ざ
波
立
ち
て
輝
き
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市
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▲題「エルマーのぼうけんJ

　　　　仲深の

　水野有美ちゃん5議

父：水野順一さん

母二　　節子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　ハンバーグ

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　おかあさんといっしょ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　看護婦さん

魚

　　　　坪谷の

　酒井誓高くん6劇

父：酒井孝司さん

母：　　やつ子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　Jリーグカレー

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　天才テレビ君

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おまわりさん

▼題「エルマーのぼうけん」

勘ザ・ゴ・帯、一，3≠繰墨ご一三！；∫’、．㌔

牽ゲ鷺

塗『こ＼

燃纏騨』

噂．o薄

舷
臨
画

●
Y
。
7
・
γ
●
Y
●
Y
∴
▼
・
7
∴
▼
∴
▼
∴
▼
。
Y
・
Y
●
γ
・
γ
●
Y
・
Y
・
Y
・
7
●
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
亀
●
▼
・
Y
●
γ
・
Y
●
Y
●
Y
∴
▼
●
7
●
Y
●
Y
●
Y
●
Y
∴
▼
●
7
●
Y
●
7
占
▼
●
T
●
7
∴
▼
・
Y
・
▼
●
7
・
Y
・
Y
・
Y
●
7
●
7
●
7

イ酒盛出題

「福祉に役立てて

ください」と町商

工会青年部・婦人
部が寄付

　東郷町商工会青年部・

婦人部では、去る10月

6日に開催した隅田川

公演での益金の一部を
「町の福祉に役立ててく

ださい」と、このほど
町に寄付金2万円が寄

せられました。

　町では早速養護老人
ホーム鈴峰園用のゲート

ボール用品を購入し、今

では入所者からたいへ
ん喜ばれて利用されてい

るようです。

　　「■■一．’甲、．．Fr、．

　　　　　　　　　　、．旧“F「　　　　　　　　　”．■．掃F鼎　　　　　　　　一、＿．r　　　　　　　．．國”F、胃’　　　　　　r．「㌦r　　　　一　　　一冒　　r㌦’　一．〔闇軸．．〔　

動
の
②
㊨
勤

有
限
会
社

日
向
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

東
郷
町
大
字
山
陰
乙
一
二
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
瀬
）

T
E
L

F
A
X
㊥
2
1
6
5

代
表
取
締
役
　
笹
部
太
三
郎

㌦
O
設
立
年
月
日
は
？

榊　　　．幽㌧層一闇　　岡胴幽宰咽．「門μ【　　　「岬1

平
成
二
年
四
月
十
二
日
で
す
。

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
　
男
五
人
・
女
二
人
の
計

（
㎜
七
人
で
す
。

へ
く
だ
さ
い
。

…　

@
当
社
は
県
内
で
も
数
少

〉
　
な
い
銅
合
金
及
び
ア
ル
ミ

…
合
金
の
鋳
物
会
社
異

調
　
お
も
に
船
に
関
係
の
あ
る

r
歩
調
渚
拶
録
ヒ

（
〔
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

一

　
　
銅
合
金
鋳
造
・
船
舶
用

調
　
部
品
（
ア
ル
ミ
プ
ロ
ペ
ラ
、

一
ポ
ン
プ
羽
根
）
・
機
械
部
品

一　

y
び
機
械
加
工
で
す
・

（
（
o
会
社
の
特
徴
を
お
聞
か
せ

～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
一

　
プ
）
を
作
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
　
m

O
今
後
の
会
社
運
営
で
、
計
画
等
は
…

　
あ
り
ま
す
か
？
・
　
　
　
　
　
　
璃

　
創
業
三
年
目
で
注
文
も
少
し
ず
顔

　
つ
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
．
．
今
…

　
ま
で
鋳
物
だ
け
の
仕
事
で
し
た
が
、
…

　
今
後
は
機
械
加
工
・
組
立
て
な
ど
一

　
も
し
て
、
会
社
を
伸
し
て
い
き
た
げ

　
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
．
　
　
　
　
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡
　　　　　　　　　　　　　　　　．二＿，　　　　　　　　　　　　　　　　一鼠　　　　　　　　　　　　　　　二鴨
　　　　　　　　　　　　　　’㌦　　　　　　　　　　　　　A
　　　　　　　　　　　　＿二　　　　　　　　　　　．ん．
　　　　　　　　　　　㌦F　　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　、．’　　　　　　　　一輪＿一　　　　　　　圏、層用r　　　　　　’輪’　　　　　一．胤．　　　　A　　　一A　　、嘘醐開㌔　㌦’一
．1層印脚㌦＿r
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⑰
肺
が
ん
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
内
科
日
高
利
昭

　
肺
が
ん
は
近
年
急
速
な
増
加
を
続

け
、
西
暦
二
千
年
に
は
が
ん
死
亡
の

中
で
男
性
で
は
第
】
位
、
女
性
で
は
第

二
位
の
地
位
を
占
め
る
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
は
肺
が
ん
を
予
防
し
、
ま
た
早

期
発
見
に
務
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、

1
、
肺
が
ん
の
予
防

　
原
因
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
に

喫
煙
が
あ
り
、
吸
っ
た
量
に
比
例
し

て
肺
が
ん
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
．
、
お
ま
け
に
、
肺
が
ん
は
大
き
く

四
種
類
あ
る
の
で
す
が
喫
煙
に
よ
っ

て
起
こ
り
や
す
い
肺
が
ん
は
発
見
し

に
く
い
タ
イ
プ
の
も
の
が
多
く
、
大

き
く
な
ら
な
い
と
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
禁
煙
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

が
ん
に
な
る
確
率
が
減
っ
て
い
く
の

も
事
実
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

方
は
す
ぐ
に
や
め
る
の
が
懸
命
で
す
。

2
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
．
．

m
　
肺
が
ん
（
肺
結
核
）
検
診

　
毎
年
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
．
た

だ
し
高
血
圧
等
が
あ
り
毎
年
病
院
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
人
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

⊃
　
喫
煙
指
数

　
「
喫
煙
指
数
」
1
1
「
｝
日
に
吸
う

タ
バ
コ
の
本
数
」
×
「
喫
煙
し
た
年

数
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
四
百
～

六
百
を
越
え
る
と
肺
が
ん
に
な
る
確

率
が
ぐ
ん
と
上
昇
し
ま
す
。
指
数
の

高
い
人
、
ま
た
若
い
う
ち
か
ら
吸
っ

て
い
る
人
は
要
注
意
で
す
。

鋤
　
肺
が
ん
の
症
状
と
検
査

　
症
状
と
し
て
咳
、
疲
、
源
平
な
ど

が
あ
り
ま
す
、
咳
や
燦
が
長
く
続
く

場
合
は
風
邪
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
検

査
を
す
す
め
ま
す
．
．
ま
た
血
疲
は
明

ら
か
に
異
常
な
の
で
一
回
で
も
あ
っ

た
ら
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。
精
密

検
査
と
し
て
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
疾
の

検
査
、
時
に
は
気
管
支
鏡
検
査
が
あ

り
ま
す
。
気
管
支
鏡
検
査
は
人
に
よ
っ

て
は
き
つ
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
東
郷
病
院
で

も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
、
が

ん
と
い
う
も
の
は
な
に
よ
り
も
予
防
、

そ
し
て
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
日
頃
の
生
活
か
ら
自
分
の

身
体
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑱歯科医師会だより

．

Sノり

　
今
回
は
、
む
し
歯
の
進

行
、
症
状
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
奥
歯
の
溝

の
部
分
、
隣
の
歯
と
接
し

て
い
る
歯
間
の
面
、
歯
肉

に
近
い
部
分
な
ど
が
な
り

や
す
く
、
最
初
は
色
の
変

化
（
褐
色
、
黒
色
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態

は
エ
ナ
メ
ル
質
の
蝕
（
C
1
）
で
、

痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
が
進

ん
で
象
牙
質
に
及
ぶ
と
（
C
2
）
歯

髄
（
俗
に
神
経
と
い
わ
れ
る
組
織
）
に

刺
激
が
加
わ
り
、
甘
い
も
の
や
冷
た
い

も
の
が
し
み
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
む
し
歯
の
進
み
方
は
、
エ
ナ
メ
ル

質
で
は
比
較
的
狭
い
範
囲
で
深
く
進

み
、
象
牙
質
ま
で
い
く
と
、
奥
に
広

い
穴
が
作
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
深
く

象
牙
質
が
お
か
さ
れ
、
む
し
歯
の
穴

が
大
き
く
な
る
と
、
温
・
冷
・
甘
・

酸
の
刺
激
に
よ
っ
て
歯
髄
が
充
血
し
、

痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
細
菌
感
染
に
よ
っ
て
歯
髄
炎

（
C
3
）
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
急
性
の
歯
髄
炎
の
症
状
は
、
そ
れ

ま
で
冷
た
い
水
が
し
み
た
り
、
食
べ

物
が
は
さ
ま
る
と
痛
み
を
感
じ
る
程

度
だ
っ
た
歯
が
突
然
、
猛
烈
に
痛
み

だ
し
、
ど
こ
の
歯
が
悪
い
の
か
わ
か

ら
ず
、
あ
た
り
一
帯
の
歯
が
す
べ
て

悪
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ベ
ッ

ド
に
入
る
と
痛
み
が
強
く
な
り
、
夜

も
眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
む
し
歯
の
原
因
と
な
る
口
腔
内
の

細
菌
は
、
血
液
の
中
に
入
っ
て
身
体

中
を
駆
け
巡
り
、
特
に
、
心
臓
に
故

障
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
む
し
歯
は
万
病
の
も
と
で
す
。
早

期
の
治
療
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
年
に
一
～
二
回
定
期
的
に
歯

科
医
院
を
訪
れ
、
定
期
健
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
、
第
十
五
歌
集
「
黒
松
」

に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
黒
松
」
は
牧
水
没
後
十
年
、
す
な

わ
ち
昭
和
十
三
年
九
月
、
若
山
喜
志

子
、
大
悟
法
利
雄
編
と
し
て
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
．
．
牧
水
晩
年
の
作
の
歌

集
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
牧
水
は
信
州
の
山
河
に
深
く
心
を

惹
か
れ
て
い
た
ら
し
く
、
し
ば
し
ば

長
野
県
方
面
に
旅
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
紙
の
歌
は
、
大
正
十
二
年

十
月
の
末
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け

て
、
長
野
県
千
曲
川
上
流
地
方
に
旅

行
し
た
時
の
歌
で
す
。

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
ド
コ
ら
　
　
じ

　
「
草
頭
」
を
は
い
た
牧
水
の
旅
姿

皆
さ
ん
も
写
真
や
銅
像
で
ご
承
知
の

と
お
り
で
す
。
信
州
の
十
一
月
と
い

え
ば
す
で
に
初
冬
。
囲
炉
裡
が
恋
し

く
な
る
季
節
で
す
。

　
陽
も
暮
れ
、
そ
の
日
の
旅
を
終
え

た
牧
水
は
、
と
あ
る
山
家
に
一
夜
の

宿
を
お
願
い
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
家
に
入
る
と
大
き
な
囲
炉
裡
に
禍

火
が
と
ろ
と
ろ
と
燃
え
て
い
る
。

　
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、
鉄
び
ん
に

湯
が
し
ゅ
ん
と
わ
い
て
、
か
ん
び
ん

が
つ
け
て
あ
る
。
何
と
も
言
え
ぬ
酒

訂

の
に
お
い
が
漂
っ
て
く
る
．
．
こ
の
歌

か
ら
こ
の
よ
う
な
情
景
が
浮
ん
で
き

ま
す
。
牧
水
は
こ
の
時
、
坪
谷
の
生

家
の
囲
炉
裡
を
な
つ
か
し
く
回
想
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
歌
に
並
ん
で
つ
ぎ
の
歌
を
詠

ん
で
い
ま
す
。

　
と
ろ
と
ろ
と
禍
火
燃
え
つ
つ
わ
が

　
寒
き
草
鮭
の
泥
の
乾
き
来
る
な
り

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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平
成
6
年
用

宮
崎
県
民
事
帳

予
釣
受
付
中
！

宮
崎
の
便
利
情
報
が

　
こ
の
一
冊
に
／

　
お
仕
事
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
資

料
が
集
録
し
て
あ
る
、
県
民
必
携
の

手
帳
で
す
。

▽
サ
イ
ズ
　
大
型
版
（
㎜
㎝
×
脳
㎝
）

　
　
　
　
　
小
型
版
（
騰
㎝
×
細
㎝
）

▽
価
格
　
　
い
ず
れ
も
姻
円

▽
申
込
み
先
　
役
場
企
画
財
政
課

▽
申
込
み
期
限
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

灘
特
設
相
談
所

　
が
開
設
さ
れ
ま
す

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

週
間
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
に
左
記
の
と
お
り
人
権
相

談
特
設
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か

家
庭
内
の
問
題
、
登
記
、
金
銭
貸
借

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
．
、
人
権
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
2
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
和
室
）

▽
相
談
を
受
け
る
人

　
●
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局
職
員

　
●
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
衛
藤
州
雄
（
鶴
野
内
）

　
　
　
海
野
俊
男
（
越
　
表
）

東
臼
杵
地
区
新
有
権
者

意
見
発
表
会
出
場
者
募
集

　
町
選
挙
管
理
甘
貝
会
で
は
、
平
成

六
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
東
臼
杵
地

区
新
有
権
者
意
見
発
表
会
で
意
見
発

表
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
．
、
出
場
資
格
は
平
成
六
年
】

月
に
成
人
式
を
迎
え
る
方
で
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）

▽
申
込
み
期
限
　
1
2
月
1
0
日
（
金
）

▽
出
場
者
数
　
　
－
名

運
転
免
許
更
新
手
続
き

受
付
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
日
向
警
察
署
に
お
け
る
運
転
免
許

の
更
新
手
続
き
の
受
付
時
間
は
、
こ

れ
ま
で
は
午
前
中
の
み
で
し
た
が
、

十
｝
月
一
日
か
ら
午
後
も
受
け
付
け

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
《
新
し
い
受
付
時
間
〉

○
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
（
祝
・
祭
日

は
除
き
ま
す
，
）

●
午
前
　
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

●
午
後
　
　
1
時
～
2
時

※
日
向
警
察
署
で
更
新
手
続
き
が
で

き
る
方
は
従
来
ど
お
り
優
良
運
転
者

等
の
方
の
み
で
す
。

　
詳
し
く
は
日
向
警
察
署
　
費
5
2
1

3
1
1
1
ま
た
は
日
向
地
区
交
通
安

全
協
会
含
5
2
－
3
9
6
7
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
の
届
け
を

　
　
お
忘
れ
な
く

　
固
定
資
産

税
は
、
毎
年

一
月
一
日
現

在
で
、
土
地
、

家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有

、

9綴

●　　量

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の

価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
る
税
額
を

そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。
土
地
に
つ
い

て
は
登
記
簿
が
も
と
に
な
り
ま
す
が
、

台
帳
と
現
況
が
違
っ
て
い
る
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
田
や
畑

が
荒
れ
て
山
林
、
原
野
に
な
っ
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
届
け
を
し
な
い
と
高

い
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
台
帳
と
現
況
が
違
う

場
合
は
、
税
務
課
に
「
現
況
届
」
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
現
況
に
よ
り

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

家
屋
に
つ
い
て
も
、
取
り
壊
し
た
り
、

増
改
築
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は

異
動
の
届
け
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
生
徒
募
集

平
和
を
愛
す
る
人
が
欲
し
い

▽
受
付
期
間
　
1
1
月
1
日
～
1
月
4

　
　
日
（
火
）

▽
応
募
資
格
　
平
成
6
年
4
月
1
日

　
　
現
在
1
5
歳
以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子

　
　
で
中
学
校
卒
業
者
（
同
年
3
月

　
　
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

▽
試
験
期
日
　
平
成
6
年
1
月
6
日

　
　
（
木
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
宮
崎
地

　
　
方
連
絡
部
日
向
募
集
事
務
所

　
　
倉
5
2
　
6
9
1
4

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
5
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

　
固
定
資
産
税
三
期

　
国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
※
納
税
は
十
二
月
二
十
七
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
善
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
杜
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
早
臥
の
橋
工
ス
エ
子
さ
ん
か
ら

　
（
今
朝
市
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
阿
蘇
和
子
さ
ん
か
ら

　
（
寒
一
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
岡
田
宗
一
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
タ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
歌
津
国
雄
さ
ん
か
ら

　
（
佐
藤
ト
メ
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

　
一
“
…
　
　
●

　
　
（
十
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
住
所

新
名
弘
輝
弘
典
寺
迫

結
婚
お
幸
せ
に

佐 岡 阿 沖 橋 氏 死

藤 田 蘇 田 口 亡 一池西 一寺小
氏

ト ツ 寒 米 今
朝 萱 田田 田野

メ タ
一 實 市 名 福

陽宗 眞義を
名87 85 67 88 76 年 祈

子吉 弓秋
歳 歳 歳 歳 歳 齢 り

ま
迫 福 仲 田 寺 住 す 八福 鶴延 住
野 重 野岡
内 瀬 深 野 迫 所 原瀬 内市 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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